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第１章 はじめに 

 2015 年より施行された「子ども・子育て支援新制度」では，子育て家庭に対する支援の

充実が推進され（内閣府，2016），近年，多様な子育て支援事業が増加している。その一方

で，重大な児童虐待事件が後を絶たず，児童虐待により命を落とす子どもの年齢は 0 歳児

が最も多い（厚生労働省，2021）。乳幼児の養育者は，子どもが泣きやまないときに最もイ

ライラすることが報告されており（『朝日新聞』2020.7.19 朝刊），子どもの泣きは児童虐

待の加害の動機として挙がっている（厚生労働省，2021）。このようなことから，養育者が

乳児の情緒の安定を図る手段を知ることは，乳児の健やかな成長および，子育ての負担軽

減にも繋がることが考えられる。 

子どもの発達に重要な「スキンシップ」と心身の健康に良い影響を与える「運動」を組

み合わせた親子の遊びとして，乳児の親子体操がある。先行研究では主に乳児の運動機能

の向上が報告されており（Thahir & Tang，2019；Patimah, Clara, & Kurnia，2021），母

親のストレス軽減にも効果があると言われている（三谷・田中，2012）。その一方で，母親

または乳児のどちらかの変化を調査する研究が多く，また，乳児の情緒の変化を調査する

研究は少ない。 

本研究では， 母子の心身の健康を目指す子育て支援を検討するため，母子がスキンシッ

プを取りながら運動に取り組むことができる乳児の親子体操に着目し，体操実施による母

子の心身の健康の変化について効果を検証した。 

 

第２章 研究方法 

2.1 対象 

子育て支援団体等による告知により，研究協力の同意を得られた乳児とその母親，77 組

の母子を調査対象とし，63 組の母子を分析対象とした。 

 

2.2 調査期間・場所 

調査期間：2021 年 10 月中旬～2021 年 11 月中旬 

乳児の親子体操の介入：2021 年 10 月 15 日～2021 年 11 月 14 日 

場所：調査対象者の各自宅等  

 

2.3 調査方法 

Google Forms によるインターネット調査 

 

2.4 調査内容 

乳児の月齢と性別を等質に介入群と統制群に分け，介入群には乳児の親子体操の実施方

法について説明する動画を用いて，介入期間中，自由なタイミングで好きな親子体操の実

施を教示し，統制群には教示なしとした。介入前に対象者の属性，介入前後に PERMA-

Profiler 日本語版，母親の愛着尺度日本語版（MAI-J），母親の日頃の体調，乳児の日頃の

様子，介入後に活動の変化について調査した。また，介入期間中，介入群には体操の記録

を用いて，体操実施日における体操前後の乳児の様子，自由記述について調査した。 
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第３章 結果 

調査期間中に本研究の乳児の親子体操以外で運動に関連する新たな活動を始めた者を

分析対象から除外した。 

 

3.1 群間比較の結果 

介入群において，介入期間中の体操実施頻度が中央値の 5.0 回以上である母子を高頻度

群，5.0 回未満である母子を低頻度群とし，統制群を含めて 3 つの群を比較した。 

Kruskal-Wallis 検定の結果，乳児の日頃の様子の「泣き」の項目において，群間に有意

な差が認められた（p = 0.018）。その後，Dann-Bonferroni による多重比較検定を行った

ところ，統制群と高頻度群の間において有意な差が認められ（p = 0.011），高頻度群と低

頻度群の間にも有意な差が認められた（p = 0.042）。また，PERMA-Profiler 日本語版，母

親の愛着尺度日本語版（MAI-J），母親の日頃の体調，乳児の日頃の様子の「泣き」以外の

項目においては群間に有意な差が見られなかった。 

 

3.2 体操の記録 

3.2.1 体操実施日における体操前後の乳児の様子の結果 

Wilcoxon の符号付き順位和検定の結果，「不安・緊張－安心・リラックス」の質問にお

いて，有意な差が認められ（p = 0.001），その効果量は大きかった（r = 0.686）。次に，

「つまらない－非常に楽しい」の質問において，有意な差が認められ（p = 0.001），その

効果量は大きかった（r = 0.736）。さらに，「悲しい－非常に嬉しい」の質問において，有

意な差が認められ（p = 0.001），その効果量は大きかった（r = 0.740）。 

 

第４章 考察 

 本研究では，乳児の親子体操の実施による母子の心身の健康の変化について効果を検証

した。その結果，乳児の親子体操を月 5 回以上実施した高頻度群は，体操を実施していな

い統制群，体操を月 5 回未満実施した低頻度群に比べ，乳児の日頃の泣きが軽減すること

が明らかとなった。母親が乳児を抱いて歩くと，乳児は泣き止むことや（Esposito et al., 

2013），母親が乳児を抱いて話しかけることで，乳児の精神が安定することが報告されてい

る（坂口他，2006）。本研究の乳児の親子体操では，それらの刺激が乳児に落ち着きを与え

ていた可能性が考えられる。また，多感覚（聴覚，触覚，視覚，前庭感覚）への刺激は，

乳児のストレスを減少させると言われている（White-Traut，Schwertz，McFarlin，& Kogan，

2009)。乳児の親子体操実施の際，母親が乳児に声をかけ，肌に触れ，顔を見つめ，心地よ

い揺れを与えていたことが想定され，このような多感覚への刺激が乳児のストレス減少効

果をもたらしていた可能性が考えられる。以上のように，乳児の親子体操の実施にともな

い，母子のスキンシップの回数が増え，乳児が日頃から安心感を得られる頻度が高くなり，

泣きの軽減に繋がったことが考えられる。 

なお，母親の主観的幸福感，母親の愛着，母親の日頃の体調，「泣き」以外の乳児の日頃

の様子の変化ついては，群間に有意な差が見られなかった。その一因として，より適切な

指標を選択する必要性や，標本数の少なさ，短期間の介入では大きな効果が現れにくい可

能性などが考えられる。 



 

３ 

 

次に，乳児の親子体操実施直後の乳児は，「安心・リラックス」「楽しさ」「嬉しさ」の程

度が高まり，快反応を示すことが明らかとなった。乳児の「安心・リラックス」の程度の

高まりについては，前述の乳児の日頃の泣きの軽減と同様に，抱っこと他刺激の組み合わ

せや（Esposito et al., 2013；坂口他，2006），多感覚への刺激（White-Traut et al.，

2009）などによる影響から，乳児の落ち着きを高めた可能性が考えられる。乳児の「楽し

さ」や「嬉しさ」の程度の高まりについては，前庭感覚刺激が関係していることが考えら

れる。療育に関する研究では，「ゆらし」刺激による快反応として主に笑いを引き起こすこ

とが報告されている（大平・前川・堅田，1999）。本研究においても，体操動作に含まれる

前庭感覚刺激により，快反応が表れたことが考えられる。また，乳児は視聴覚の刺激を与

えることで表情の同調を示すと言われている（Isomura & Nakano，2016）。乳児の親子体操

実施の際，母親が乳児に対し笑顔を示しながら声をかけていたことが想定され，このよう

な視聴覚の刺激による同調の可能性も考えられる。 

以上の結果から，乳児の親子体操を実施することは，産後の子育て支援の手段の一つと

して有効であることが示唆された。 
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